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『中国少数民族民話』「土家(ドゥチャ)族 大きな牛皮」1 

 ある時、小さな旅籠の休憩室で、さまざまな職人たちが、お茶のみ話に、自

分のかかわった仕事の自慢話を始めました。 

 そのうち、一人の太鼓職人が、「あの年、オレは保靖(パオジン)で仕事をし

ていて、お城の守護神の太鼓をつくるのに、十数人で抱えるくらいの大木を

山ほど伐ったんだ！」と言いました。「できあがった太鼓は途方もなくでかく、

保靖鎮守の太鼓は、一度打ったら正月一日から十五日まで鳴り響いている

—と聞いた人は言っているぜ！」 

 この時、竹細工の職人が、話を継いで、「オレの家の裏山には、大きく彎曲

しているところがあってなあ、そこには大きく生長した竹がびっしりと生えて

いるんだ。オレはその年、小さなやつを一本伐った。それで、竹林の中からそ

いつを出そうと思って、三日間、引っ張ったんだ。しかしそれでも引っ張り出

せない。それでオレは、竹林の中から走り出て、小高い所から眺めてみたん

だ。すると、いや、ぶったまげたね。その竹の長さときたら—なんと、まだ半分

は竹林の中だ！ いったい、竹の長さがどれだけのものなのか、このオレに

だって見当がつかないんだ！」。太鼓職人はこれを聞いて、ますます興に乗

り、それでも少しいぶかしげに訊ねました。 

【土家族】 
主に湖南、湖北、四川に住む。人口約 835万人。稲、トウモロコシ、

麦など農業が主で織物や刺繍、切紙細工、若者の恋歌でも知られる。 
 
 

【丑年アラカルト】 
「牛首を懸けて馬
肉を売る」―店先
に牛の首を下げて

いながら、実際に
は馬の肉を売るこ
とから、言うこと
とやっていること
が一致していな
い、見掛け倒しの
譬え。『晏子春秋』 

【2020 東京オリンピック 2021.7.23～8.8】 

 金 銀 銅 計 

②中国 38 32 18 88 

③日本 27 14 17 58 

チャイニー
ズタイペイ 

2 4 6 12 
 

香 港 1 2 3 6 

 

【パラリンピック 2021.8.24～9.5】 

 金 銀 銅 計 

① 中国 96 60 51 207 

⑪日本 13 15 23 51 

香 港 0 2 3 5 

チャイニーズ
タイペイ 

0 0 1 1 
 

 

「富ヶ丘公民館
祭り」中止に！！ 
 １０月恒例の「富ヶ丘公民
館祭り」はコロナ渦のため、
市の判断として行わないこと
になりました。例年、富谷市
日中では「中国茶コーナー」
を提供し、地域の皆さんに親
しまれてきておりました。残
念ですが明年に期待ですね！ 

１０月１９日に「碑前祭」行います 
 文豪・魯迅の没後８５年にあたる１０月１９

日午前１０時半から、仙台市魯迅先生顕彰会が
主催し、仙台市博物館横の「魯迅之碑」前で行
います。特に本年は魯迅夫人・許広平女史が出
席した碑の序幕式から６０年の佳節にあたる
ことから、当初、講演会も企画していましたが、
コロナ渦のため式典のみとなります。 

どなたでも参加可能ですが、博物館が工事の
ため駐車は国際センターが良いと思います。 

魯迅ゆかりの“内山書店”天津に 
 １９１７年に内山完造が上海に開業し、魯迅
などが通った内山書店が天津で復活し、話題

になっています。日中の文化交流関係が２００
０種類以上占めているとのことです。また完 

造が魯迅をもて 
なした玉露も販 
売しているそう 
です。 
写真は「人民日 
報」海外版から 
国」                         

 

「図解でわかる １４歳から
知っておきたい中国」(監修・
北村豊 インフォビジュアル研

究所著 太田出版 １２００円) 
 監修者は住友商事入社後、北
京、広州に滞在している。「１４歳か
ら…」とあるので入門レベルかと思
いましたが、一般市民の生活や考
え方、政治・経済・地理・歴史など、
図や写真を各ページに盛り込み、
読みやすい文章で解説してありま
す。 
留学生や中国人の知り合いは、

この年代に属しているのだと思って
読むと、より中国を身近に理解する
ことができます。またこの３０年間で

目まぐるしく変わった中国を知るこ
ともできます。「大中国の抱える問
題」のページもあり、国防費よりも
公共安全費の方が予算が多いとは
意外でしたが、中国指導部ならで 

             はの苦労の 
一端も知 
ることがで 

きます。 
 ２０１８年 
初版につき 
県立図書 

館で借りる 
ことができ 

きます。(Ｙ) 
  


